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 日頃よりＰＴＡ活動をはじめ、磐梯一小の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。１６日（土）、町民体育館を会場に行われました「町内幼小中ＰＴＡ親善球技大会」におきまして、

本校ＰＴＡ代表 家庭バレーボール・チーム（男・女）が上記入賞を果たしました。その前週の校内対抗 

ＰＴＡ球技大会から、和気あいあいと笑顔あふれる中で、日ごろの運動不足を解消するとともに、保護者・

教員の縦と横のつながりを深めることができました。参加した皆様には、お休みの日に時間をつくっていた

だき、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月７日（土）に予定される自転車競技大会に向けて、自転車部６名が放課後の練習・学科学習に本気で

取り組んでいます。今年度から「北会津地区大会」が廃止（全県的な縮

小化で残念です）となり、７月７日は一発「県大会」出場。初戦から県

大会では緊張感もさらに高くなるでしょうが、地区から推薦される本校

自転車部に誇りとやりがいをもって練習し、大会での活躍を期待してい

ます。なお、大会会場は「本宮市総合体育館」となっています。上記Ｐ

ＴＡ行事と日程が重なり、参加予定についてたいへん迷わせるところと

なり恐縮ですが、自転車部の応援もよろしくお願いいたします。 
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７月７日（土）13:30～15:40、磐梯町中央公民館を会場に「北会津地区ＰＴＡ研究大会」が開

かれます。講師に奥羽大学 大橋明石先生（前歯科校医）をお迎えして「日本人の歯科疾患の

現状、効果的な虫歯予防」などをテーマにお話しいただき、ＰＴＡ子育て研修の一環としたい

と考えております。今年度は４年に１回の「地元（磐梯町）開催」の年となっておりますの

で、ぜひとも本校ＰＴＡの皆様のご参加・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

女子準優勝！ 優勝は幼稚園 男子第３位！ 優勝は中学校 

優勝は中学校 

放課後の練習に励む自転車部 



 

 

 

 

 梅雨入りも宣言され、「夜、寝るころは暑く、薄着で寝ると、朝とても寒い」ことが多い中、体調を崩す

子どもが出てきています。体調管理に十分留意して、お過ごしください。 

また、雨降りが増える中で、外遊びができず、家の中で過ごすことも増える時期でもありますので、家庭

学習の充実を図るよい機会として、１月（１年生は入学式時）に県教育委員会より各家庭に配付されました

「家庭学習スタンダード」からご一緒に考えてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習の最終的な目標は「自己マネジメント力（自分の行動を自分で決めて実行する力）」

をつけることだと言われます。 

では、「自己マネジメント力」とはどんなものか。 

 

 それは、私たち大人が普段の家庭生活や職場の中で必要となる力、 

例えば、「どこかに旅行に行こう！」と考えたとき、 

 ① どこに行きたいのか、自分の心の中で最優先箇所を決める。 

 ② 家族や仲間がいれば、周りの意見も聞いて調整する。 

 ③ 日時や予算を決める。 

 ④ パンフレット等から情報を集めて、より良い旅行になるように 

計画する。 

 ⑤ インターネットや旅行会社を通して、一番良い情報を探し出し、 

交通手段やホテル等を予約する。 

 ⑥ 旅行プランをスケジュール表（図）に表わす。 

  などなど様々な力を駆使して、情報を選択して、行動を決定し、より良い結果を出すことが

求められます。これが「自己マネジメント力」であり、「生きる力」と言われることもありま

す。もちろん、子どもの家庭学習ですから、予算の決定や旅行会社とのやり取りなどはなくて

もよいわけですが、小学生のレベルで自分に必要な情報を整理し、収集・分類すること、きれ

いにレポートとしてノートにまとめることなど、自分一人で取り組む毎日の家庭学習（自主学

習）などから養われるものだと考えます。 

 

その際には、ご家族のアドバイスや評価（ほめ言葉や次に改善し

たほうがいいところ）も大切になります。「家庭学習スタンダー

ド」には、家庭でできる「心の支え」として次のようなセリフが紹

介されています。 

  「こつこつと頑張れるって、すごいことよ。」 

  「ずいぶん集中して頑張っていたね。」 

  「あなたは、ものを教えることが上手だね。」 

  「将来はどんな職業に就きたいの？」 

  「○○になるためには、□□について調べてみたら？」 

 

このようなセリフも活用し、家庭学習への意欲と内容の質を高めていければと考えます。  

                                   次回に続く 


